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A 164 践長飼小児<ri来羞素出納､こつ、ぺ侈I報)無機吻菰取-t

　　　　北尺農家､政　○山東せっ孔　静修匯大　古岫和代．

　　　　北大工楕軟性政和亀山／井島洋

　目的　成長<7) tこめの衷養素意積-t-を正之巾ることμ困髄でヽあ･I , 吃り網元μ少与い．

傷者恥t日常食に由来す１成長期小児の吼養素幻肘求め訂こめ、2 －18才の施延児童を

対象としt米潅調査を行な（無破滅の摂取-t(こつｊ、計卓値と分椚む晩らにけりr衆

告寸^ ．

　方法　2 - 18 Ikり習女計319 名り休にて1983 年8 9 －1984 与1 B り3 0間、個人別
ヅtl

一抑り象恥こレ萍]i.7O －80°C琵吃陳、粉砕後、無機叫り分有ｔ行いた、分折加販ぱ琳ぢ

漸解後、CQ， Fe. Mg (t原子吸九九度法I'.　Naパば炎九丸及去しp はv,nadomolybd,ts娘

7ヽ比色^-t (こよV 求めた．調ｔ期間卜朝食2時間後に身体計測を行なっt"

　結果　n粟田構戌は男女比3:2 1".年毎6 - 15 才りいわゆる管冷ヽ児が83 % を占め卜.

2)体位は. 身長、体重とも　同4t同年ノトク)/^回平均に比し低値をぷち3)俵巻乍摂取量ぽ

lt割直において所李量を柏本充足する*>." VD a低値を浬ヽ､オ。PFC 熱量比は13:30 : 57で遍

正比率目標の範岡内･ 考え､られろ。Na 6555mgの2,5い貝食塩凋費量と考え%と16.7gとなヽ

リ. Ae掻取量(ｱ)10.Og をはるかに越A. てぃれ．教靫熱量比(3.39 %. 勧藻比^5 %. うち水

産物対為産物比It 1 :3.5 V恥．たパ)食季すンア･レの/か析淮洋犬I哨直と比幌て熊な名り7"

. caバe が. み靭'^却午却調査緒摂で價値を＆t が、今仰、産地, /分折法冬季因を検討中

であい　郎煎験の一音附し７艦礁侑後取-tの休年冷別馴虻浦iE'-^ リmg叛七挫討味

．比較可能な文献張より. Ca，Fe でヽfgく、p，Na.　Mgでヽ烏口傾向1:ふした．

A 165　　濾紙粉末のカルシウム吸収に及ぼナ影響について

　　　　　東京農大農　o滝田聖親　中村カホル　善如寺宏美　高橋千佳　西郷光彦

　目的　腸管からのカルシウムの吸収には種々の調節機序か働いているＯカルシウム、ビタミンU、タンパク質、乳

糖、脂肪の摂取量やカルシウムとリン比々どか影響をもたらすといわれているＯ今回、演者らは濾紙粉末がカルシウ

ムの吸収率にどのよう攻影響を与えるかを煮干粉と炭酸カルシウムを用い、幼若ラットについて検討したので報告す

るＯ

　方法　ウイスタ-系の幼若ラット（５週令）を用い、濾紙粉末の無添加群と添加群をも5け、１区5匹とした。１

週間予備飼育したのち、1 匹ずつ代謝ゲージに入れ本実験を開始したo 1週間分の飼料摂取量と排糞量を求め、それ

ぞれのカルシウム含量よ!）見かけの吸収率を算出し、比較したo カルシウムの定量は過マンガン酸容量法によったＯ

　結果　幼若ラットにおいて、濾紙粉末の無添加群では、試験区は対照区に比して著しく低い吸収率を示した。無添

加群と添加群を比較すると、両群の対照区では、添加群かいくぶん高い吸収率を示し、両群の試験区にi｡ヽいては添加

群が著しく高い吸収率を示した。結果として、添加群の対照区と試験区に釦いては大き左差は認められ左かったが、

試験区では濾紙粉末の添加の有無がカルシウムの吸収に大き々影響をもたらすことが認められたＯ

左か、成熟ラットに釦いてもほぼ同様憲傾向か認められるものかどうか目下追求中であるＯ


